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取り組む課題の提供者
（中小企業等）
＜メンター派遣＞

5．Shamrock Records株式会社
• 所在地： 東京都練馬区
• 事業概要：ソフトウェア開発
• 想定する課題：聴覚障碍者等を中
心にインクルーシブな社会参画を可能
にするアクセシビリティー

6．有限会社グルーブーム
• 所在地： 岐阜県郡上市大和町
• 事業概要：スマートフォン・Webアプリ
ケーション開発

• 想定する課題：ICT活用による地場
産業の活性化

実施内容 – 実施体制

3． 山路剛史 株式会社Sun Asterisk
• 所在地： 東京都千代田区
• 事業概要：総勢1500名のデジタル・
クリエイティブスタジオ

• 想定する課題：誰もが価値創造に夢
中になれる世界

4. 平野彰秀 特定非営利活動法人地
域再生機構
• 所在地： 岐阜県恵那市
• 事業概要：地域の自治を再生を通じ
て、持続可能な社会の実現を目指す

• 想定する課題：持続可能社会への転
換「小さな地域から持続可能社会をつ
くっていく」

1. 特定非営利活動法人HUBGUJO
• 所在地： 岐阜県郡上市八幡町
• 事業概要：地域課題解決型事業の
創出

• 想定する課題：ICTを駆使して地域
課題を解決する人材育成

2． 一般社団法人
Itoshiro Commons

• 所在地： 岐阜県郡上市白鳥町
• 事業概要：限界集落等の交通弱者
がもつ課題解決事業を推進中

• 想定する課題：限界集落における高
齢者を中心とした交通弱者支援
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実施内容 – 支援モデル検証事業内容
全体の概要

概要

アイディアソンテーマ：新入生に好きな部活に通うための交通手段をプレゼントしたい！

題材となる地域の企業の課題
• ICTを駆使して地域課題を解決する人材育成
• 限界集落における高齢者を中心とした交通弱者支援
• 誰もが価値創造に夢中になれる世界
• 聴覚障がい者等を中心にインクルーシブな社会参画を可能にするアクセシビリティーの向上
• 小さな地域から持続可能社会をつくっていく

アイディアソンのアウトプット概要
• 動機及び目標の明示
• ゴールの設定
• ペルソナの設定
• 現状の分析
• 解決策の提案（※テクノロジーの活用イメージ）
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詳細

実施内容 – 支援モデル検証事業内容
全体の概要

郡上ICTクラブの学び場づくり
• 課題解決型学習（PBL）で探究するデジタル部活動の環境整備と実施方式の検討

実施するうえで必要なスキル習得のカリキュラムの実施
• PBLノウハウを修得しICTを生かす基礎講座の開催

学校部活動に対する指導・助言
• 学校の教室からオンラインでデジタル部活動に参加可能にする方式を実証

アイディアソンの開催
• オンラインデジタルツールをふんだんに活用した運営、管理、実施
• 生徒の主体性を重視した企画立案、運営、実施
• 発表会の実施：7チームによる成果発表
• 発表会に於いて審査員からの講評
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実施内容 – 実施体制

1. 郡上ICTクラブ
（広域的課外部活動）
• 所在地： 岐阜県郡上市八幡町
• 部員：61名（3高校合計）
• 特徴：以下の3つの高校の生徒の
参加による広域的部活動の構築
及び高校連携を推進

1-1．郡上北高校 郡上ICTクラブ
• 所在地： 岐阜県郡上市白鳥町
• 部員：46名
• 特徴：企業連携による課題解決
型学びの場を長年にわたって多角
的に展開

支援対象となる
デジタル関連部活動

1-2．郡上高校 郡上ICTクラブ
• 所在地： 岐阜県郡上市八幡町
• 部員：９名
• 特徴：地域人材との連携を積極
的に進め、ふるさと教育を実践

1-3． N高等学校 郡上ICTクラブ
• 所在地： 沖縄県うるま市
• 部員：６名
• 特徴：ネットの高校の自由な風土
のもと地域の高校生と協働する
PBL活動を実践
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開催日程
• （1/5）「アイデアソン説明会」企画構成会議

• （1/7）アイデアソン講座 説明会

• （1/14）アイデアソン講座 第1回

• （1/21）アイデアソン講座 第2回

• （1/28）アイデアソン講座 第3回

• （2/7）アイデアソン講座 第4回

• （2/11）アイデアソン発表会

• （2/18）アイデアソン反省会＆今後の活動計画

※詳細は別紙『議事録日報一覧』

実施内容 – 支援モデル検証事業内容
詳細 - 実施内容その４（最終アウトプットとしてのアイディアソン）

テーマ：「地方における交通弱者が抱える課題を解決する」
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実施内容 – 支援モデル検証事業内容
詳細 - 実施内容その４（最終アウトプットとしてのアイディアソン）

アイデアソン講座の設計と運営実施も参加生徒の学びに繋げる

地域社会を牽引する人材に求められる企画力と実践力を修得するために
講座の実施に必要な準備と運営実施についても生徒の学びの場となるように講座を設計した
• 生徒の主体的な参加を重要視して生徒の提案によるテーマ設定を行った

• 主体的な参加を促すために講座の内容について議論しながら企画を立案した

• 日常的な地域の課題を議論することで、『自分ごと』としてアプローチする実践方法を体験できるようにした

• 講座運営、開催準備、広報活動、講座実施において必要となるデジタルツールの活用講座を随時開催した

• 講座運営、開催準備、広報活動、講座実施において必要となるスキル修得講座を随時開催した

• テクノロジーの活用事例を学ぶICT基礎講座を開催した
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実施内容 – 支援モデル検証事業内容
詳細 - 実施内容その４（最終アウトプットとしてのアイディアソン）

（1/28）アイデアソン第3回 講座

• 協力企業JTB様による先進事例『二次交通問題事例共有』の発表
• 各チームのテーマ発表
• グループワーク（発見した課題、ペルソナ、ゴールの検証）
• 発表会の仕様を共有
• 役割分担の確認

（2/7）アイデアソン第4回 講座

• グループワーク（テーマ・ディスカッション）
• 各チームごとにプレゼン・デモンストレーションの実施
• メンターからのフィードバックおよびアドバイス
• 発表内容の再検証
• 発表会のアジェンダ確認
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実施内容 – 支援モデル検証事業内容
詳細 - 実施内容その４（最終アウトプットとしてのアイディアソン）

（2/18）アイデアソン反省会

• 発表会の振り返り
• 各自改善点及び共感点の発表
• メンターによるフィードバック
• 今後へ活かし方
• 継続事業計画立案を共有
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実施内容 – 支援モデル検証事業内容
詳細 - 実施内容その２（実施するうえで必要なスキル習得のカリキュラム）

PBLノウハウを修得しICTを生かす基礎講座の開催

PBLノウハウを修得する基礎講座
• （11/17）実証チーム及び開発チーム 実証活動課題検証講座 ロボカップチーム発表会
• （12/14）実証チーム及び開発チーム 地域交通プロジェクト再構成会議１
• （12/21）実証チーム及び開発チーム会議 地域交通プロジェクト再構成会議２
• （12/24）企画制作講座 テーマ：イベント企画構成（イベント企画立案）
• （12/28）企画制作講座 テーマ：広告企画制作（広報物製作）

ICTを生かす基礎講座
• （12/1）講座 『NFCタグセンサーを使ったアイデアソン講座』
• （12/8）講座 『音で学ぶデジタルとアナログ講座』
• （12/15）講座 『AIに魂は宿るのか』
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実施内容 – 支援モデル検証事業内容
詳細 - 実施内容その１（郡上ICTクラブの学び場づくり）

課題解決型学習（PBL）で探究するデジタル部活動の方針

PBLアプローチのメリットを地域社会で共有
• 地域経済を持続的に運営するICT人材の育成と輩出を目指す
• 地域社会の持続的な運営を可能とする地域課題を解決する学び方から、参加生徒の
ICT修得への強い動機づけ形成を支援

参加生徒が可能な限り講座の運営に関わり参加する方式を推奨、
子どもと大人が協力して探究学習を可能にする体制づくりを
• クラブ運営、講座設計、講座実施に生徒が主体的に参加する方式を採用
※メンターから講座運営のノウハウ（テーマ＆アジェンダ設定、講座用パネル資料製作、シナリオ作成、募集チラシ
作成、学び場づくり、参加体験型学習の仕組み）を学習する

すべての活動をオンラインで実施可能に
• 少子化の元で単独の学校で多様な部活動を維持するのは困難な状況が進んでいるもとで、生徒の選択肢の確保と
挑戦するフィールドを確保するために、講座はオンラインで設計及び実施して、複数の学校の生徒が参加できるクラ
ブ活動を推進する

• ※PBL：Project Based Learningの略
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地域社会との連携の促進
• 実証実験の実績を生かして、地域課
題を解決できる可能性を地域社会
に発信し、地域課題の認知を広め、
地域内外から協力者を募る。

• 地域の交通に関する取り決めを審議
する「郡上市地域公共交通会議」と
連携しながら、当該地域にとって必要
な移動手段を検討。

クラブ活動運営人材の確保
• 現在のオンラインコミュニティを生かし
卒業者が技術指導者としてクラブ
活動に関与できる仕組みを構築する。

• オンライン型の活動を生かしてメン
ターを全国から募集する

クラブ活動運営資金とデバイスの確保
• デジタル関連部活（特にプログラミン
グ）に於いては、タブレットではなくパ
ソコンが必須の教材であるのに高校
生の保有率が低い。改善（パソコン
を貸与するなど）が必須。

• クラブ活動の持続が優秀な人材の
採用機会となるという認識を地場産
業と共有して運営支援を要請。

• 協賛企業の人事予算を当クラブへ向
けて投資を依頼。

中高生の参加機会を増やす
• 年度初めに地域課題に関するアン
ケート調査を中高校生対象に実施し、
地域課題をICTで解決することに関
心を集める

• 高校との連携関係を密にして教員
の積極的な協力（デジタル部活動
の意義の啓発と参加への推薦）を
促す

• 広域行政下の地方に高校生にとって
活動場所への移動が最大の難題で
ある。そのためオンライン型のデジタル
部活動は生産性が高い。そこで重要
となるのは通信インフラが整備された
参加条件を満たした拠点が必要であ
る。特に、当事業のような学校外の
地域連携型の部活動に対して学校
の教室及び学校の通信環境の開
放を要請する

次年度以降の自走に
向けたポイント

自走 / 展開に向けた示唆
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４．参考資料
アイデアソン説明会参加者アンケート アイデアソン参加申込アンケート
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４．参考資料
アイデアソン発表会
参加者アンケート
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４．参考資料
アイデアソン発表会
参加者アンケート
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４．参考資料
アイデアソン
メンターアンケート
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４．参考資料
アイデアソン
メンターアンケート
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